
出典；環境省中央環境審議会　総合政策部会資料



出典；環境省中央環境審議会　総合政策部会資料



出典；環境省中央環境審議会　総合政策部会資料



○SDGsの17のゴール

○2030アジェンダを受けた国内外の動き
• 国連、国連環境計画（UNEP）等の国際機関や、G7やG20等の国際
的枠組みにおいて、SDGsのゴール達成に向けた協力を表明。

• 企業（グローバルコンパクト）においては、企業によるSDGs実施の
ガイドライン（SDGコンパス）を策定。

• 環境省では、「ステークホルダーズ・ミーティング」の開催等、積極的
にSDGs達成に取り組む。

持続可能な開発目標（SDGs）の採択

○平成27年度は、持続可能な開発目標（SDGs）を含む2030アジェンダ*が採択されるなど、
地球温 暖化以外でも、様々な国際的枠組みが進展。（*正式名称：持続可能な開発のための
2030アジェンダ）

○2030アジェンダは、序文、政治宣言、
SDGs、 実施手段、フォローアップ
レビューで構成。SDGsは、17のゴールと169のターゲットから成る。

○地球サミットで採択されたアジェンダ21及び、リオ＋20での決定事項や
ミレニアム開発目標（MDGs）の評価を踏まえ、 2015年（平成27年）、国
連サミットにて、2030アジェンダを採択。

○2030アジェンダの特徴
• 環境、経済、社会の統合的向上
• 途上国のみならず先進国にも適用
されるユニバーサリティ（普遍性）

• 分野横断的なアプローチ
• グローバル・パートナーシップ
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貧困の撲滅
飢餓撲滅、食糧安全保障
健康・福祉
質の高い教育
ジェンダー平等
水と衛生
持続可能なエネルギー
包括的で持続可能な経済成長、雇用

強靱なｲﾝﾌﾗ、産業化・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
不平等の是正
持続可能な都市
持続可能な消費・生産
気候変動
海洋
生態系・森林、生物多様性
平和で包括的な社会
パートナーシップの活性化

2030アジェンダ


